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■■ 要約 ■■

マーケティングリサーチを行う株式会社クロス・マーケティング（代表取締役
社長 五十嵐 幹 東京都中央区）は、インターネットテクノロジーを核としたあ
らゆる分野でクロスメディア事業を展開している株式会社インプレスR＆D（代
表取締役 井芹 昌信 東京都千代田区）が発行した調査資料「世界のマイク
ログリッドと再生可能エネルギー2011」を販売開始しました。

詳細ページ：http://www.cross-shop.jp/products/detail.php?product_id=639

■■ 資料概要 ■■

大きな被害をもたらした「東日本大震災」は、原子力発電所も直撃したため、
私たちが近年経験することのなかった、深刻な電力危機を引き起こしている。

このような背景を受け、従来の大規模な発電の仕組みに頼らない発電方法に注
目が集まっている。具体的には、太陽光発電や風力発電などの再生可能エネル
ギーの導入を増やし、蓄電池を併用することで、これらを安全に、かつ効率的
に運用しようというマイクログリッドの動きが注目されている。

本書では、近年のスマートグリッドの取り組みの高まりや、震災後のエネルギ
ー計画の見直しなどの背景を踏まえたうえで、マイクログリッドを構成する技
術やプロジェクト動向などを解説している。

第1章では、マイクログリッドの定義やスマートグリッドなどとの関連性につい
て、続く第2章から第4章まではマイクログリッドを構成する技術を解説してい
る。
第2章では分散型電源について、第3章では蓄電池について、第4章ではマイクロ
グリッドの制御技術について紹介している。
第5章では、国内外におけるマイクログリッドのプロジェクト動向を解説し、
第6章では、マイクログリッドを導入する場合に考慮すべき国内における規制
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を紹介する。最後の第7章では、まとめとして、マイクログリッドの今後につ
いての考察を紹介している。

本書は、スマートグリッドシリーズ第7弾。
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